
 

 

 

 

 

関節リウマチ(RA)患者さんの20％程度の方に間質性肺炎(ILD)の合併があると言われてお

り、RA-ILDの患者さんは ILD合併のない患者さんと比較して、D2T(difficult to treat)RA

のリスク因子であると同時に生命予後も悪いことが知られております。 

RAの疾患活動性が高い患者さんほど ILDも悪化することが知られておりますが、現在RA-

ILDには定まった治療方針がないこと、ILDが進行すると治療選択肢が限られてしまうことか

ら、RA-ILDの患者さんには早期から ILDを意識したRA治療が必要と考えられております。 

そこで当院ではRA患者さんに対して ILD合併の有無について血液検査、CT、呼吸機能検査

を用いてスクリーニング検査を行い、患者さんに説明させていただくとともに、結果を先生にご

報告させていただいたうえで、その後のフォローについてご相談できればと思っております。 

また、本外来を行うことでRA-ILDの発症、進展リスクや有効な治療法の解明につながればと

思っております。 

＜ご紹介いただく先生方へ＞ 

＊ご紹介文には「RA-ILDスクリーニングの依頼」とご記載いただき、現在の投薬内容をご記載い

ただくのみで構いませんので、地域医療連携室を通じてお気軽にご予約ください。 

 ●電話でご依頼頂く際は、「RA-ILDスクリーニング外来の予約」とお申し出下さい。 

＊RAと ILDの治療は合わせて考える必要がありますので ILDのみ当院で治療介入させていた

だくことは行っておりません（抗線維化薬のみを当院で導入、継続は可能です）。 

＊専門外来はスクリーニングに特化しておりますので、治療目的でのご紹介は初診外来へご紹介

いただければ幸いです。 

 

    神鋼記念病院 膠原病リウマチ科 科長  

総合医学研究センター 熊谷膠原病リウマチ研究所 所長 

髙橋 宗史（そうし） 

 

《お問い合わせについて》 

地域医療連携室 TEL:078-261-6739（直通） 

FAX:078-261-6728（直通） 

R A - I L D（スク リーニ ン グ）外来のご案内  

火曜日 11時（第２火曜を除く）  ＊10時30分に来院をお願いしております 

 

2025年4月より神鋼記念病院 膠原病リウマチセンターにて関節リウマチ患者さんの間質性

肺炎合併の有無についてCTなどを用いたスクリーニング外来を始めることになりました。診断

時、呼吸器症状出現時など、どのタイミングでも結構です。どうぞお気軽にご紹介ください。 


